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(2)

平
成
二
十
七
年
一
月
十
九
日
㈪
、
ハ
イ

ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
に
於
い

て
、﹁
平
成
二
十
七
年
新
春
講
演
会
・
賀

詞
交
歓
会
﹂
を
開
催
。

新
春
講
演
会
は
、
大
月
税
務
署
長
の
柏

原
秀
充
様
を
講
師
に
招
聘
し
、﹁
税
務
の

四
方
山
ば
な
し
﹂
と
題
し
て
、

四
十
二
年
年
間
に
及
ぶ
税
務
職

員
と
し
て
の
豊
富
な
ご
経
験
を

活
か
し
て
、
税
務
に
関
す
る
話

題
の
み
な
ら
ず
、
都
道
府
県
別

ラ
ン
キ
ン
グ
デ
ー
タ
を
用
い
て

山
梨
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
も

熱
弁
さ
れ
ま
し
た
。

賀
詞
交
歓
会
で
は
、
女
性
部

会
コ
ー
ラ
ス
部
の
清
々
し
い
歌

声
が
場
内
に
響
き
わ
た
り
、
拍

手
喝
采
の
後
開
会
し
、
細
谷
憲

二
会
長
か
ら
、﹁
地
域
並
び
に
税

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
税
務
行
政
へ
の
協
力
・
租

税
教
育
の
充
実
・
地
域
社
会
へ

の
貢
献
を
果
た
す
べ
く
、
積
極

的
に
活
動
し
て
い
く
﹂
と
年
頭

の
挨
拶
が
あ
り
、
大
月
税
務
署
、

東
京
地
方
税
理
士
会
大
月
支
部
、

大
同
生
命
保
険
、
ア
フ
ラ
ッ
ク
、

Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
の
方
々
を
来
賓
に

迎
え
、
約
百
七
十
名
が
新
年
の

ス
タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
一
月
十
四
日
㈬
、
甲
府

富
士
屋
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、﹁
山
梨
県
法

人
会
連
合
会
新
春
講
演
会
・
新
年
賀
詞
交

歓
会
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
春
講
演
会
で
は
、
順
天
堂
大
学
大
学

院
ア
ト
ピ
ー
疾
患
研
究
セ
ン
タ
ー
の
奥
村

康
セ
ン
タ
ー
長
が
、﹁
免
疫
と
長
生
き
〜

不
良
長
寿
〜
﹂
と
題
し
て
講
演
。

新
年
賀
詞
交
歓
会
で
は
、
芦
沢
敏
久
会

長
よ
り
年
頭
の
挨
拶
が
あ
り
、
平
出
県
副

知
事
を
始
め
、
東
京
国
税
局
初
谷
課
税
第

二
部
長
外
幹
部
、
県
内
各
税
務
署
長
外
幹

部
、
甲
府
・
韮
崎
・
甲
斐
・
北
杜
・
中

央
・
昭
和
各
市
町
長
、
東
京
地
方
税
理
士

会
、県
内
経
済
団
体
・
友
誼
団
体
各
代
表
、

福
利
厚
生
制
度
元
請
会
社
等
の
方
々
を
来

賓
に
迎
え
、
県
内
各
法
人
会
役
員
等
が
出

席
、
総
勢
約
三
百
名
が
新
年
の
ス
タ
ー
ト

を
祝
い
ま
し
た
。
当
会
か
ら
は
細
谷
会
長

外
二
十
名
が
出
席
。

関
係
民
間
団
体
長
会

平
成
二
十
七
年
二
月
二
日
㈪
、
大
月
税

務
署
二
階
共
用
会
議
室
に
於
い
て
、
大
月

税
務
署
管
内
関
係
民
間
団
体
長
会
が
開
催

さ
れ
、
平
成
二
十
六
年
分
確
定
申
告
に
係

る
協
議
の
他
、
各
団
体
及
び
税
務
署
か
ら

連
絡
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

新
春
講
演
会
・
賀
詞
交
歓
会

県
連
新
春
講
演
会
・
賀
詞
交
歓
会



年
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
収
益
金

大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

平
成
二
十
六
十
二
月
十
二
日
、
富
士

レ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催
し
た
、
青

年
部
会
・
女
性
部
会
合
同
年
末
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
に
お
け
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
集
ま
っ

た
収
益
金
十
万
円
を
十
二
月
十
九
日
、小

佐
野
青
年
部
会
長
、小
林
女
性
部
会
長
・
三

木
・
内
藤
両
大
月
支
部
長
に
て
、
社
会
福

祉
法
人
大
月
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

画
案
承
認
の
件

第
二
号
議
案
 
平
成
二
十
七
年
度
収
支
予

算
案
承
認
の
件

第
三
号
議
案
 
定
款
の
一
部
変
更
の
件

第
四
号
議
案
 
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
の
件

第
五
号
議
案
 
第
四
回
定
時
総
会
開
催
の
件

︵
報
告
事
項
︶

一
、
前
回
理
事
会
開
催
以
降
の
事
業
報
告

及
び
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の

職
務
執
行
状
況
報
告
に
つ
い
て

二
、
今
後
の
主
要
事
業
に
つ
い
て

三
、
全
法
連
・
県
連
功
労
者
表
彰
の
件

四
、
や
ま
な
し
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト
事
業
に

つ
い
て

平
成
二
十
七
年
度

第
一
回
正
副
会
長
会
・
理
事
会

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
四
日
㈮
、
午

前
十
時
十
五
分
・
十
一
時
よ
り
大
月
法
人

会
館
に
於
い
て
開
催
。

審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
全
項
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

議
 
事

︵
審
議
事
項
︶

第
一
号
議
案
 
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報

告
承
認
の
件

第
二
号
議
案
 
平
成
二
十
六
年
度
収
支
決

算
報
告
承
認
の
件
、
並
び

に
監
査
報
告

正
副
会
長
・
支
部
長
合
同
会
議

平
成
二
十
七
年
三
月
十
九
日
㈭
午
前
十

時
、
大
月
法
人
会
館
に
於
い
て
開
催
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件
に
つ

い
て
協
議
し
、
各
支
部
長
か
ら
推
薦
さ
れ

た
新
役
員
候
補
者
を
理
事
会
に
上
程
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度

第
三
回
理
事
会

平
成
二
十
七
年
三
月
十
九
日
㈭
午
前
十

一
時
、
大
月
法
人
会
館
に
於
い
て
開
催
。

審
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
全
項
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

議
 
事

︵
審
議
事
項
︶

第
一
号
議
案
 
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計

第
三
号
議
案
 
理
事
相
当
追
加
推
薦
の
件

第
四
号
議
案
 
各
委
員
会
委
員
推
薦
の
件

第
五
号
議
案
 
表
彰
対
象
者
推
薦
の
件

︵
報
告
事
項
︶

一
、
定
時
総
会
開
催
案
内
に
つ
い
て

二
、
今
後
の
事
業
予
定
に
つ
い
て

三
、
法
人
会
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
シ
ス
テ
ム

新
規
登
録
協
力
に
つ
い
て

四
、
女
子
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
参

加
募
集
に
つ
い
て

五
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
対
策
セ
ミ
ナ
ー

に
つ
い
て

六
、
や
ま
な
し
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
会
員
登
録
強
化
事
業
へ
の
協
力
に

つ
い
て

七
、
貸
倒
保
証
制
度
に
つ
い
て

(3)

青
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よ
り



(4)

青
年
部
会
特
別
研
修
会
開
催

平
成
二
十
七
年
四
月
十
五
日
㈬
、
大
月

駅
前
濱
野
屋
に
於
い
て
開
催
。

青
年
部
会
役
員
会
開
催

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
四
日
㈮
、
大

月
法
人
会
館
に
於
い
て
開
催
。
総
会
に
提

出
さ
れ
る
議
案
に
つ
い
て
審
議
・
決
議
い

た
し
ま
た
。

県
連
女
性
部
会

連
絡
協
議
会
・
交
流
会

平
成
二
十
七
年
二
月
十
八
日
㈬
、
甲
府

富
士
屋
ホ
テ
ル
に
於
い
て
開
催
。
芦
澤
県

連
会
長
は
じ
め
県
内
四
単
位
会
女
性
部
会

役
員
多
数
が
出
席
。︵
当
会
十
二
名
出
席
︶

神
宮
司
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
二
十

六
年
度
の
活
動
報
告
以
下
、
議
題
は
す
べ

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
み
甲
府
法
人
会
担
当
の
交
流

会
。
常
夏
の
ハ
ワ
イ
に
模
様
替
え
さ
れ
た

会
場
に
ハ
ワ
イ
ア
ン
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
流
れ
、
ド
レ
ス
を
身
に
纏
い
素
敵
な
フ

ラ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
楽
し
く
和
や
か

な
雰
囲
気
で
親
睦
を
深
め
、
三
年
後
に
山

梨
で
開
催
予
定
の
﹁
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ

ム
﹂
の
盛
会
を
誓
い
閉
会
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
大
月
法
人
会
十
二
名
に
よ

る
役
員
会
を
開
催
し
、
役
員
改
選
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。
小
林
部
会
長
か
ら

﹁
魅
力
あ
る
法
人
会
を
め
ざ
し
て
皆
で
頑

張
り
ま
し
ょ
う
﹂
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
閉

会
し
ま
し
た
。

女
性
部
会
上
野
原
支
部
長

田
村
 
夏
子

三
支
部
合
同
総
会
・

税
務
研
修
会

女
性
部
会
上
野
原
・
大
月
・
都
留
三

支
部
合
同
総
会
・
税
務
研
修
会
を
三
月

十
七
〜
十
八
日
、
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
に
於
い

て
開
催
。
税
務
署
よ
り
矢
井
田
統
括
官
、

齊
藤
上
席
官
に
も
ご
出
席
頂
き
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
公

平
公
正
、
行
政
の
効
率
化
、
国
民
の
利
便

性
向
上
等
に
役
立
つ
も
の
と
理
解
し
ま
し

た
。税
務
署
の
お
二
人
に
は
お
忙
し
い
中
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
支
部
合
同
総
会
も
滞
り
な
く
進
行

し
、
終
了
後
は
懇
親
会
で
和
や
か
な
ひ
と

時
を
過
ご
し
、
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
明
日

へ
の
活
力
に
し
ま
し
た
。

女
性
部
会
都
留
支
部
長
 
藤
江
 
一
枝

青
年
部
会
支
部
長
会
議

平
成
二
十
七
年
四
月
九
日
㈭
、
大
月
法

人
会
館
に
於
い
て
開
催
。

女
性
部
会
だ
よ
り
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女
性
部
会
日
帰
り
税
務
研
修
会

平
成
二
十
七
年
一
月
一
五
日
㈭
、
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八
王
子
に
於
い
て
開
催
。

税
理
士
の
菊
池
俊
明
先
生
に
よ
り
相
続

税
及
び
贈
与
税
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

法
人
会
賀
詞
交
歓
会
コ
ー
ラ
ス

平
成
二
十
七
年
一
月
十
九
日
㈪
、
ハ
イ

ラ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
＆
ス
パ
に
て
。

法
人
会
全
国

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
福
岡
大
会

平
成
二
十
七
年
四
月
十
六
日
㈭
、
第
十

回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
福
岡
大

会
が
、
ヒ
ル
ト
ン
福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク
に
於

い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
は
五

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

女
性
部
会
コ
ー
ラ
ス

税
務
研
修
会
・
総
会

平
成
二
十
七
年
三
月
五
日
㈭
、
大
月

駅
前
濱
野
屋
に
於
い
て
開
催
。

女
性
部
会
役
員
会
開
催

平
成
二
十
七
年
四
月
七
日
㈫
、
大
月
法

人
会
館
に
於
い
て
開
催
。
総
会
に
提
出
さ

れ
る
議
案
に
つ
い
て
審
議
・
決
議
い
た
し

ま
し
た
。

県
連
主
催

絵
ハ
ガ
キ
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

平
成
二
十
七
年
三
月
四
日
㈬
、
西
桂
小

学
校
に
お
い
て
開
催
。
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大
月
支
部
正
副
支
部
長
会
議

一
月
二
十
二
日
㈭
午
後
六
時
よ
り
、
参

加
者
六
名
に
よ
り
﹁
濱
野
屋
﹂
に
於
い
て

開
催
。
平
成
二
十
七
〜
二
十
八
年
度
の
新

役
員
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

天
野
一
副
会
長
、
落
合
忠
理
事
が
退
任

と
な
り
、
三
木
範
之
、
佐
々
木
弘
之
両
理

事
相
当
を
理
事
に
、
鯨
岡
正
文
理
事
を
支

部
長
に
、
ま
た
青
年
・
女
性
部
会
役
員
四

名
を
理
事
相
当
に
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。
退
任
役
員
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
長
年
に
亘
り
本
会
並
び
に
支
部
運
営

に
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
て
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

大
月
支
部
長
 
天
野
 
喜
宗

上
野
原
支
部
役
員
会

二
月
十
日
㈫
午
後
六
時
よ
り
飲
食
店

﹁
ロ
ビ
ン
﹂
に
お
い
て
、
参
加
者
十
名
に

て
開
催
。
平
成
二
十
七
〜
二
十
八
年
度
の

新
役
員
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
相
談

役
の
榎
本
保
雄
様
は
退
任
さ
れ
、
奈
良
紀

子
様
は
常
任
理
事
職
を
降
り
て
今
後
は
相

談
役
と
し
て
ご
指
導
戴
く
事
に
成
り
、
理

事
相
当
の
山
下
久
幸
様
を
理
事
に
、
市
川

公
子
様
を
理
事
相
当
に
推
薦
、
他
現
役
員

は
留
任
と
決
定
し
ま
し
た
。
退
任
役
員
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
長
年
に
亘
り
本
会
並

び
に
支
部
運
営
に
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
て

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
青
年
部
会
支
部
役
員
選
出
の
課

題
事
項
と
し
て
、
今
後
年
齢
規
約
に
準
じ

た
役
員
選
出
が
で
き
る
よ
う
、
次
回
役
員

改
選
時
ま
で
青
年
部
会
員
の
新
規
加
入
増

強
を
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

役
員
の
皆
様
、
大
変
お
忙
し
中
ご
出
席

頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
野
原
支
部
長
 
山
口
照
義

富
士
吉
田
六
支
部
支
部
長
会
議

二
月
十
三
日
㈮
午
前
十
一
時
、
参
加
者

十
六
名
に
よ
り
﹁
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
﹂
に
於

い
て
開
催
。
来
賓
に
大
月
税
務
署
法
人
課

税
第
一
部
門
統
括
官
の
矢
井
田
直
輝
様
、

上
席
官
の
齊
藤
一
朗
様
に
ご
臨
席
を
賜

り
、
小
佐
野
紀
之
統
括
支
部
長
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
会
議
終
了
後
は
、
昼
食
を

し
な
が
ら
の
懇
親
会
も
和
や
か
に
行
わ
れ

役
員
間
の
団
結
が
深
ま
り
ま
し
た
。

議
 
事

一
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件

二
、
富
士
吉
田
支
部
セ
ミ
ナ
ー
の
件

◆
日
時
 
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
㈪

◆
場
所
 
ホ
テ
ル
鐘
山
苑

◆
講
師
 
後
藤
み
ゆ
き
氏

三
、
会
員
増
強
の
件

四
、
そ
の
他

下
吉
田
第
一
副
支
部
長
 
天
野
 
一
則

都
留
支
部
正
副
支
部
長
会
議

二
月
二
十
日
㈮
午
前
十
一
時
よ
り
、
参

加
者
五
名
に
よ
り
﹁
チ
ュ
イ
ー
ル
﹂
に
於

い
て
開
催
。
平
成
二
十
七
〜
二
十
八
年
度

の
新
役
員
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

現
行
役
員
は
全
員
留
任
と
し
、
青
年
・
女

性
部
会
役
員
三
名
を
理
事
相
当
に
推
薦
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
税
制
セ
ミ
ナ
ー

平
成
二
十
七
年
二
月
十
七
日
㈫
、
ハ
イ

ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
に
於
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
講
座
は
、
財
務
省
大
臣
官
房
審
議

官
に
よ
り
﹁
平
成
二
十
七
年
度
税
制
改
正

に
つ
い
て
﹂
と
題
し
て
、
九
十
分
間
改
正

の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

第
二
講
座
で
は
、
一
橋
大
学
大
学
院
特

任
教
授
田
近
栄
治
氏
に
よ
り
﹁
今
後
の
税

制
改
革
の
展
望
に
つ
い
て
﹂
と
題
し
て
、

九
十
分
間
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

副
会
長
・
税
制
委
員
長
 
外
川
 
凱
昭

支
部
会
だ
よ
り

税
金
絵
画
お
願
い

平
成
二
十
七
年
四
月
十
三
日
㈪
、
上
野

原
小
学
校
へ
訪
問
。

支
部
会
だ
よ
り



決
算
法
人
説
明
会

平
成
二
十
七
年
一
月
十
五
日
㈭

七
名

大
月
法
人
会
館

広
報
封
入
作
業

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
㈭
 
七
名

大
月
法
人
会
館

東
京
地
方
税
理
士
会
賀
詞
交
歓
会

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
一
日
㈬

ホ
テ
ル
鐘
山
苑

税
務
署
新
年
挨
拶

平
成
二
十
七
年
一
月
八
日
㈭
 
八
名

大
月
税
務
署

研
修
委
員
会（
正
副
委
員
長
）

平
成
二
十
七
年
二
月
四
㈬

四
名

大
月
法
人
会
館

正
副
会
長
会
議

平
成
二
十
七
年
一
月
八
日
㈭
 
八
名

大
月
法
人
会
館

広
報
委
員
会

平
成
二
十
七
年
二
月
九
日
㈪
 
十
二
名

大
月
法
人
会
館

(7)

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
七
日
㈬
 

甲
府
法
人
会
館



決
算
法
人
説
明
会

平
成
二
十
七
年
三
月
十
七
日
㈫
 
四
十
六
名

大
月
法
人
会
館

決
算
法
人
説
明
会

平
成
二
十
七
年
四
月
十
六
日
㈭
 
 
十
四
名

大
月
法
人
会
館

監
査
会

平
成
二
十
七
年
四
月
十
七
日
㈮

六
名

大
月
法
人
会
館

新
設
法
人
説
明
会

平
成
二
十
七
年
三
月
十
八
日
㈬
 
一
名

大
月
法
人
会
館

確
定
申
告
Ｐ
Ｒ
　

平
成
二
十
七
年
二
月
十
三
日
㈮

大
月
税
務
署
 

(8)

新
入
会
員
紹
介

○
株
式
会
社
ロ
イ
ヤ
ル
ス
マ
イ
ル

富
士
吉
田
市
上
吉
田
一
二
二
六
︱
一

代
表
取
締
役
 
後
藤
み
ゆ
き

○
株
式
会
社
日
誠
建
設

都
留
市
田
原
三
︱
三
︱
二
七

代
表
取
締
役
 
岡
﨑
 
 
誠

○
株
式
会
社
渡
城
造
園

富
士
吉
田
市
小
明
見
一
九
六
六
︱
一

代
表
取
締
役
 
渡
邊
 
智
紀

○
株
式
会
社
鈴
木
工
業

都
留
市
下
谷
四
︱
四
︱
六

代
表
取
締
役
 
鈴
木
 
雅
俊

○
株
式
会
社
富
士
光

富
士
河
口
湖
町
船
津
一
一
五
三
︱
三

代
表
取
締
役
 
梶
原
 
 
明

○
株
式
会
社
 
栄
正

富
士
河
口
湖
町
船
津
一
一
七
六
︱
二

代
表
取
締
役
 
宮
下
 
 
正

○
株
式
会
社
丸
昇
建
設

都
留
市
鹿
留
六
二
一

代
表
取
締
役
 
加
藤
 
和
哉



(9)

県
連
研
修
委
員
会

平
成
二
十
六
七
年
二
月
十
三
日
㈮

甲
府
法
人
会
館

県
連
理
事
会

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
㈫

甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル

県
連
税
制
委
員
会

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
三
日
㈪

甲
府
法
人
会
館

県
連
正
副
会
長
会

平
成
二
十
七
年
四
月
九
日
㈭

甲
府
法
人
会
館

県
連
広
報
委
員
会
　

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
六
日
㈭

甲
府
法
人
会
館

県
連
理
事
会

平
成
二
十
七
年
四
月
十
六
日
㈭

甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル

県
連
組
織
・
厚
生
委
員
会

平
成
二
十
七
年
三
月
二
日
㈪

古
名
屋
ホ
テ
ル

平成27年度普通会費納入のお願い

１．口座振替ご利用の会員

6月15日（月）にご指定の金融機関口座
から振替させていただきます。

２．振込ご利用の会員

別途、振込のご案内をさせていただきます。
振込期限6月30日（火）。
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(11)



(12)

平
成
27
年
度

年

間

予

定

表

上
＝
上
旬

中
＝
中
旬

下
＝
下
旬

上
部
団
体
の
主
な
事
業

総

務

委

員

会

組

織

委

員

会

研

修

委

員

会

税

制

委

員

会

厚

生

委

員

会

広

報

委

員

会

（

広

報

誌

編

集

）

青

年

部

会

女

性

部

会

そ
の
他
部
会
・
支
部
会
等

９

県
連
正
副
会
長
会

16

県
連
理
事
会

16
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
福
岡
大
会

中
関
係
民
間
団
体
長
会
事
務
局
長
会
議

15

東
京
地
方
税
理
士
会

山
梨
県
会
総
会

17

東
京
地
方
税
理
士
会

大
月
支
部
総
会

18

県
連
総
会

22

関
係
民
間
団
体
長
会

８

県
連
講
演
会

15

県
連
女
子
パ
力
ワ
ー
ア

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
①

下

関
係
民
間
団
体
長
会

関
係
民
間
団
体
意
見
交
換
会

下

県
連
専
務
理
事

事
務
局
長
会
議

11

県
連
女
子
力
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
②

上

関
係
民
間
団
体

事
務
局
長
会
議

８

全
国
大
会
徳
島
大
会

21

県
連
女
子
力
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
③

22
東
京
国
税
局
意
見
交
換
会

下

関
係
民
間
団
体
長
会

下

県
連
サ
ッ
カ
ー
教
室

18
県
連
女
子
力
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
④

中

納
税
表
彰
式

中

中
学
生
弁
論
大
会

中

県
連
専
務
理
事

事
務
局
会
議

中

全
法
連
賀
詞
交
歓
会

14

県
連
賀
詞
交
歓
会

下
税
理
士
会
賀
詞
交
歓
会

上

関
係
民
間
団
体
長
会

上

県
連
理
事
会

上

県
連
事
務
局
会
議

中

事
務
局
セ
ミ
ナ
ー

17

監
査
会

24

正
副
会
長
会

24

理
事
会

22

第
４
回
定
時
総
会

中

正
副
会
長

新
署
長
・
幹
部
に挨

拶

下

正
副
会
長
会

下

理
事
会

中

総
務
委
員
会

上

正
副
会
長
会

正
副
会
長

税
務
署
新
年
挨
拶

下

賀
詞
交
歓
会

中

正
副
会
長
会

中

理
事
会

18

新
設
法
人
説
明
会

上

組
織
・
厚
生
委
員
会

17

新
設
法
人
説
明
会

年
末
調
整
説
明
会

都

留

上
野
原

富
士
吉
田

大

月

14

新
設
法
人
説
明
会

下

県
連
組
織
委
員
会

18

新
設
法
人
説
明
会

中

研
修
委
員
会

中

研
修
委
員
会

下

県
連
研
修
委
員
会

16

決
算
法
人
説
明
会

21

決
算
法
人
説
明
会

中

県
連
税
制
委
員
会

17

決
算
法
人
説
明
会

16

決
算
法
人
説
明
会

中

税
制
委
員
会

税
制
改
正
要
望
活
動

18

決
算
法
人
説
明
会

19

決
算
法
人
説
明
会

下

県
連
税
制
委
員
会

上

税
制
委
員
セ
ミ
ナ
ー

17

決
算
法
人
説
明
会

中

県
連
厚
生
委
員
会

上

組
織
・
厚
生
委
員
会

中

県
連
厚
生
委
員
会

１

広
報
誌
「
か
つ
ら
川
」

１
６
０
号
発
行

中

広
報
委
員
会

下

県
連
広
報
委
員
会

１

広
報
誌
「
か
つ
ら
川
」

１
６
１
号
発
行

上

広
報
委
員
会

１

広
報
誌
「
か
つ
ら
川
」

１
６
２
号
発
行

上

広
報
委
員
会

中

県
連
広
報
委
員
会

９

支
部
長
連
絡
会

15

税
務
研
修
会
親
睦
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ

24

監
査
会

24

役
員
会

22

第
４
回
定
時
総
会

上
税
務
署
と
の
意
見
交
換
会

中

県
連
連
絡
協
議
会

標
語
高
校
訪
問

上
野
原
高
校
・
日
大
明
誠
高
校

上
環
富
士
山
交
流
会

中

標
語
最
終
選
考
会

県
連
サ
ッ
カ
ー
教
室

19
租
税
教
育
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

20

全
国
青
年
の
集
い
茨
城
大
会

中

標
語
表
彰
式

年
末
調
整
説
明
会（
都
留
　
上

野
原
　
富
士
吉
田
　
大
月
）

下

少
年
野
球
大
会
・
野
球
教
室

上

年
末
特
別
研
修
会

７

役
員
会

13

租
税
教
室
・
絵
画

お
願
い
上
野
原
小

16

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム

福
岡
大
会

９
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
大
会

中
「
税
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク

ー
ル
」お
願
い
西
桂
小

22

第
４
回
定
時
総
会

下

県
連
連
絡
協
議
会

正
副
会
長
会

上

第
10
回
慰
問
コ
モ
ア
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
あ
い
里

８

租
税
教
室
講
習
会

19

租
税
教
室

上
野
原
小

中

日
帰
り
税
務
研
修
会

下

役
員
会

上

県
連
連
絡
協
議
会

正
副
会
長
会

年
末
調
整
説
明
会

都
留
　
上
野
原
　
富
士

吉
田
　
大
月

中
第
11
回
慰
問
大
月
地
区

中

絵
画
最
終
選
考
会

中

県
連
連
絡
協
議
会

上

年
末
特
別
研
修
会

中

県
連
連
絡
協
議
会

正
副
会
長
会

中

役
員
会

中

日
帰
り
税
務
研
修
会

中

県
連
連
絡
協
議
会

交
流
会

下

上
野
原
地
区
税
務

研
修
会

１

富
士
吉
田
地
区
税
務

研
修
会
・
特
別
講
演
会

上
大
月
地
区
税
務
研
修
会

上
都
留
地
区
税
務
研
修
会

上
河
口
湖
地
区
税
務
研
修
会

特
別
講
演
会

中

道
志
地
区
税
務研

修
会

中
富
士
急
グ
ル
ー
プ
部
会

税
務
研
修
会

中

大
月
地
区
税
務
研
修
会

中

秋
山
地
区
税
務
研
修
会

中

都
留
地
区
税
務
研
修
会

中
河
口
湖
地
区
税
務
研
修
会

下

西
桂
地
区
税
務
研
修
会

下

富
士
吉
田
地
区

税
務
研
修
会

下

忍
野
地
区
税
務
研
修
会

下
山
中
湖
地
区
税
務
研
修
会

27年4月5 月6 月7 月8 月9 月10 月11 月12 月28年1月2 月3 月

24

決
算
法
人
説
明
会



(13)

開催年月日
平成27年4月16日
平成27年5月21日

平成27年6月17日

平成27年8月24日

平成27年9月16日

平成27年11月18日

平成28年1月19日

平成28年3月17日

曜日
木
木

水

月

水

水

火

木

説明会会場
大月法人会館
署大会議室

署大会議室

署大会議室

署大会議室

署大会議室

大月法人会館

大月法人会館

対象法人
４月決算法人
５月決算法人
６月決算法人
７月決算法人
８月決算法人
９月決算法人
１０月決算法人
１１月決算法人
１２月決算法人
１月決算法人
２月決算法人
３月決算法人

決算法人説明会
開催年月日

平成27年6月18日

平成27年9月17日

平成27年12月14日

平成28年3月18日

曜日

木

木

月

金

説明会会場

大月法人会館

大月法人会館

大月法人会館

大月法人会館

新設法人説明会
平成27年度  説明会予定表

ｅ－Ｔａｘ推進協議会からのお知らせ

●研修会の御案内●
大月法人会では大月税務署から講師を招き、決算を迎える法人向けの「決算法人説明会」、新しく法人

を立ち上げた方向けの「新設法人説明会」を開催していますのでご参加ください。
平成27年度の開催予定日は以下のとおりです。（別途ご案内を発送いたします）

納税証明書の取得にはオンライン請求が便利です
法人会会員企業に限らず、企業経営の中では税務署で納税証明書の発行を受ける場合があると思います。
そんな時には自宅・事務所や顧問税理士事務所（申告書や申請・届出書と同じように代理送信が可能で
す。）から「e‑Tax（WEB版）を使って納税証明書のオンライン請求」を積極的に活用しましょう。

オンライン請求のメリット
・手数料が安価です。 その1・その2・・・・税目数×年度数（×枚数）×370円

その3・その4・・・・（枚数×）370円

・窓口で書面により請求する場合と比べ、短い時間で受け取ることができます。

※ オンラインでの交付請求をした当日に受け取りを希望される場合には、多少お時間をいた
だくことがあります。

※ 手続きの詳細は国税庁ホームページでご確認ください。



地方法人税が創設されました
平成26 年10 月１日以後に開始する事業年度から、法人税の納税義務のある法人は、地方法人税の納税義務

者となり、地方法人税確定申告書の提出が必要となります。地方法人税の額は、課税標準法人税額に4.4％の税
率を乗じた金額となります。
なお、地方法人税確定申告書と法人税確定申告書を一つの様式としていますので、この様式を使用すること

により、法人税確定申告書と地方法人税確定申告書の提出を同時に行うことができます。

◎ 以下は、書面で提出していただく場合の別表一(一)です。
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大月税務署からのお知らせ
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大月税務署からのお知らせ
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質を、エネルギーに変えます。特に外食が多い方

は不足しがちになるので、ビタミン剤やドリンク

剤を利用するのも、寝不足による疲労軽減に役立

ちます。

また、寝つきが悪い、夜中に何度も目が覚める

方は、ビタミンB12・B6が有効です。

ビタミンB12には、睡眠のリズムを調節するメ

ラトニンというホルモンを分泌させる働きがあ

り、正しい睡眠のリズムを作ります。ビタミン

B12は牛乳や乳製品、肉類、魚介類などに多く含

まれます。ビタミンB6は、副交感神経の働きを高

めて神経を落ち着かせ、自然に眠りにつかせる効

果があり、魚肉類や、バナナ、牛乳、乳製品など

に多く含まれています。

●疲れやすい人・・・ビタミンB1
疲れやすい、この頃疲れがとれない、という人

は、筋肉の疲労だけでなく、脳が疲れているのか

もしれません。ビタミンB1は糖質を分解して脳に

エネルギーを補給する働きをします。

お菓子やインスタント食品、ジュースやお酒など

糖分を多くとる生活を続けると、ビタミンB1が大

量に消費され、不足しやすくなります。不足する

と、本来寝ている間に補給される栄養が脳に届か

ず、日中の脳の疲れが朝まで持ち越されて、体の

だるさや仕事中の居眠りなどの症状になってあら

われます。

ビタミンB1は、豚肉、レバー、うなぎ、玄米、

胚芽米などに多く含まれますが、毎日とる必要が

あります。外食やお酒の席が続いたとき、疲れが

たまっていると感じた時は、脳の働きを活発にす

るビタミンB群（ビタミンB1、B2、パントテン酸、

B12など）を意識してとりましょう。

●タバコを吸う人・・・ビタミンC
喫煙は体内に発生する活性酸素をビタミンCが

やっつけるためビタミンCを大量に消費します。

ビタミンCは、タバコのニコチンなどの有害物質

による体の老化を防ぐとともに、免疫力を高め、

病気への抵抗力を高めます。

通常、ビタミンCの１日必要量は100ｍｇとされ

ていますが、タバコ１本で失われる体内のビタミ

ンCは25～50ｍｇと言われます。また、受動喫煙

でもビタミンCは失われます。

●睡眠不足・不眠の人・・・
ビタミンB1・B2、B12・B6

食べた栄養（糖質、脂質、タンパク質）をできる

だけ早くエネルギーに変えて、元気を取り戻すこ

とが大切です。そこで積極的にとりたいのが、ビ

タミンB1とB2です。

ビタミンB1は、穀類や糖分を、ビタミンB2は脂



ます。ビタミンAは、目の網膜で光を感じる細胞

の成分であり、ビタミンAの不足や目の疲れは暗

順応を悪化させる元になります。

ビタミンＡは、目の網膜に潤いを与え、ドライ

アイや眼精疲労を予防する働きもあります。ビタ

ミンAはレバーやうなぎに多く、体内でビタミンA

に変わるカロチンは緑黄色野菜に多く含まれま

す。

また、疲れ目は目の筋肉疲労も原因のひとつな

ので、筋肉疲労を回復させる働きのあるビタミン

B群も効果的です。ビタミンB群は、乳製品、肉類、

豆類などに多く含まれます。

●貧血気味の人・・・
ビタミンB12・葉酸

貧血にきくビタミンには、ビタミンB12と葉酸

があります。この二つは互いに補い合うことによ

り赤血球などを作る大切なビタミンです。

ビタミンＢ12はレバーや肉、卵、牛乳等に多く

含まれます。葉酸もビタミンＢ群のひとつで、レ

バーや貝類、緑黄色野菜に多く含まれます。どち

らも水溶性でとり貯めがきかないため、毎日少し

ずつとることが必要です。

●冷え症の人・・・ビタミンE
高タンパク質の食事、つまり肉類が体を温める

のに効果的ですが、肉類は脂肪が多いため敬遠さ

れる方も多いはず。そこで、手足の末梢血液量を

増やす働きがあるビタミンEで、手足の温めまし

ょう。

ビタミンＥは体の末端の血管をひろげ、血流を

促す働きがあることから、しもやけ・あかぎれの

薬としても使われます。

また、ビタミンEにはたくさんの種類がありま

す。サプリメントでとる場合も合成ビタミンEで

はなく天然ビタミンEの方が効果が高いことが分

かっています。

症状別ビタミン活用法①

ビタミンの種類
私たちが生きていくために必要としているビ

タミンは、現在13種類あります。これらのビ
タミンは、大きく水溶性・脂溶性の二つに分け
られます。

●酒をよく飲む人・・・ビタミンB群
アルコールが肝臓で分解されるときに大量のビ

タミンB1を消費する上、アルコールがビタミンB1

の体内への吸収を妨げてしまうため、ビタミンB1

が不足します。

お酒を飲むときは、ビタミンB1をはじめ、ビタ

ミンB2、イノシトール、リポ酸、ビタミンB12な

どのビタミンB群を多く含むものを積極的に食べ

るようにしましょう。卵、ピーナッツ、乳製品、

レバー、内臓ごと食べられる魚や肉類などに含ま

れます。

●目が疲れやすい人・・・ビタミンA
私たちは、暗い所に入ると少しずつ時間が経つ

うちに目が慣れて、見えるようになりますね。こ

の暗い所に慣れる能力を暗順応といいます。

暗順応には、ビタミンAが大きくかかわってい
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大月法人会公益社団法人大月法人会広報委員会 〒402‑0001 山梨県都留市田野倉222番地1
TEL. 0554‑45‑6565 FAX. 0554‑45‑6465
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